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（論 文 内容 の要 旨）

近 年，スマー トフオン等 の各 種 携 帯 端 末 の性能 向上 を受 け，「Webア プ リケーションに音

声認 識や手 書 き認識 等の様 々な入 出力 モダ リティが利 用 されるようになってきている．そ

の 一方 で ， ス マー トフ オ ン等 の操 作 は，歩 行 中 や運転 中の よ うな 「な が ら利 用 」

に は不 向 きであ り， 様 々 な状 況 に お いて適 切 に利 用者 を支援 す る技 術 が 求め られ

て い る． 本論 文 で は， この課題 を解 決 す るた め， 音声 イ ン タフ エー ス，特 に音声

合 成 によるインタフエースに注 目 し，発 話 タイミングと発話 速度 に関する研 究 に取 り

組 んだ．その結果 ，対 話 における発 話 タイミングの機 能 が 明らかとな り，対話 制御 モデ

ル の基礎 になる知 見 を得 た．この結 果 に基 づ き，2002年 にネットワークベースの音 声対

話協 調 フレームワークの必 要性 について提案 した．その後 ，2005年 よりWeb技 術 の 国

際 的標 準 化 団体 であるW3C（WorldWideWebConsortium） にお い て， マ ルチ

モーダル 対 話 システムの標 準 化 活動 責 任者ActivityLead） と して 従 事 し，Web

べ一スのフレームワー クが 「多様 な利 用環 境 における，より使 いやすいコンピュー タ・イン

タフエースを実 現する」という目的を達 成するのに最 適であるという結 論 を得 た．一方 で，

ネットワー ク上 に分散 する様 々な機 器上 の機能 を統 合するにあたっては，各機 能 コンポー

ネントの実 装や，コンポー ネント間 のインタフエースがサ ービス提供 者 ごとに異 なるため

開 発者 の 負担 が 大きいという課題 があることを明らかに した．この課 題 を解 決 するため，

開 発 者 の 力量 に依 存 することな く柔 軟 な システム構築 を可能 とするべ く，W3Cの 国際

標 準 であ るrW3CMMIア ー キテクチヤ」にもとつ く標 準 化 ライブラ リで あるMMI

overwebSocket」 （以 下 ，rMow」 ）を提 案 す る と とも に， 実 際 にJavaScriptラ イ

ブラリとして実 装 した上 でその可 用 性 について確 認 したMoWに よ り，2002年 当時

は実装 が困難 であ った 「多様 な利 用環 境 にお け る様 々な利 用者 に とって， よ り使

いや す い コ ン ピュー タ ・イ ン タ フエー ス 」 が実 現 可能 とな った． な お，MoWは ，

世 界でも初 めてのマルチモーダルWebア プ リケーションのためのオー プンな標 準 ライブ

ラリであり，世界 中の 開発者 の 一助 とするべ く一般 公 開 していく予 定である．



氏 名 芦村 和幸

（論 文 審 査 結 果 の要 旨）

近 年 ，スマートフォン等 の 各 種 携 帯端 末 の性 能 向 上 を受け ，Webア プリケーションに音

声 認 識 や 手 書 き認 識 等 の様 マな入 出 カモダリティが 利 用 されるようになっ1（きている．一 方

で ，スマー トフォン等 の操 作 は ，歩 行 中 や運 転 中 のような 「なが ら利 用 」には不 向 きであり，

様 々 な状 況 において適 切 に利 用 者 を支援 する技 術 が 求 められている．本 論 文では ，この

課 題 を解 決 するため ，下記 の2つ の研 究課 題 に取 り組 んだ。

1． 音 声インタフェース，特 に音 声 合 成 によるインタフェースに注 目し，発 話 タイミングと発

話 速 度に関 する研 究に取 り組んだ。結 果 として，対 話における発 話タイミングと七（相

手の 発 話 終 了後 、1モ ーラの間 で応 答 対 話 を行 うことが 自然 な対 話に 不可 欠であ

る事 など、対 話 制 御 モデルの 基礎 になる知 見 を明 らかにした。またこの結 果 に基 づ

き、ネットワ＿クベ＿スの音 声 対 話 協 調 フレ＿∠P＿ クの必 要 性 について提 案 した。

2．2005年 よりWeb技 術 の 国 際 的 標 準 化 団 体 で あ るW3C（WbrldWideWeb

Consortium） にお い て，マ ル チ モ ー ダル 対 話 システムの 標 準 化 活 動 に 従 事 し，Web

べ 一 スの フレー ムワー クの 研 究 を行 った。具 体 的 には ，ア プ リケ ー ション開 発 者 の 力

量 に 依 存 す ることな く柔 軟 な システ ム 構 築 を可 能 に す るため ，W3Cの 国 際 標 準

rW3CMMIア ー キ テクチ ャ」に 基 づ くrMMIoverWebSocket」 （以 下 ，rMoW」 ）

を提 案 、標 準 化 す るとともに ，実 際 にJavaScriptラ イブ ラリとして実 装 した ．MoWに より，

1．の 「多様 な 利 用 環 境 に おける様．々 な 利 用 者 にとって ，より使 い や す い コンピュー

タ ・インタフェー ス」を実 …現 した。な お ，MoWは ，世 界 で 初 めての マル チモ ー ダルWeb

アプ リケ ー ションのための オー プ ンな標 準 ライブラリである。

これ らの 成 果 は ，これ まで 本 質 的 に 解 決 困 難 で あった 問 題 に 対 して ，解 決 策 を示 す ばか

りで なく、標 準 化 活 動 を通 して社 会 へ の 波 及 を図 っており，非 常 に 高 く評 価 で きる ．本 研 究

成 果 は ，1編 の 学 術 論 文 、1編 の 招 待 論 文 、2編 の 国 際 会 議 論 文 として発 表 され ，さらには、

13編 の 標 準 化 関 ：連文 書 に よっても、活 動 のレベ ル の 高 さを見 ることが で きる。

以 上 より，平 成25年9月6日 に 開 催 した公 聴 会 の 結 果 も参 考 に しv（，本 博 士 論 文 の 審 査

を行 い ，本 論 文 は ，博 士 論 文 （工 学 ）と七（十 分 な 価 値 が あるもの と判 断 した ．


